
（別紙３）

〜 令和6年12⽉31⽇

（対象者数） 17 （回答者数） 5

〜 令和6年12⽉31⽇

（対象者数） 2 （回答者数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・安⼼安全を最優先にしつつ、楽しいお風呂時間の提供。

2
・IT機器に苦⼿意識のある児への代替対策など、全員が
取り組める活動を模索する。
・色々なIT機器の取り扱いをスタッフも研修する。

3
・体調管理をしながら、全児童が参加出来る活動の機会を
増やしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・災害対策委員会と連携して、年2回の実施を⾏う。

2
・特定のスタッフに限らず、関わったスタッフが直ぐに発信
出来るように工夫する。
・あいの実ファーム（機関紙）の周知など。

3

・重い障がいのある児でも、安⼼安全に入浴させる。

・人工呼吸器を装着している児についても、安全対策を
⾏い充分配慮する。
・入浴後、適切な処置を⾏う。
・入浴時にリラックス出来るような工夫をする。

○事業所名 あいの実クランベリー

○保護者評価実施期間 令和6年12⽉20⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和6年12⽉20⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和6年2⽉19⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

・個々の特性を活かして、視覚や聴覚の支援活動
‣IT機器を利⽤して、視線入⼒での作品制作
‣⾳声入⼒装置を利⽤しての挨拶活動など

・屋外への外出活動で、外での体験を取り入れる
・⻑期休み期間に、買い物体験や図書館等の公共
施設を利⽤してマナーを知るなど、様々な経験が
できるように取り組む。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・避難訓練の周知と実施

・職員対象の171伝⾔ダイヤル録⾳訓練の実施など⾏って
いるが、今後ご利⽤者様のご家族にも参加頂いての実施も
検討していく必要がある。
・合同での避難訓練の実施はあるが、クランベリー独自の
避難訓練の実施とその周知。

・活動内容の情報発信
・現在、インスタグラムにて⽇々の活動等の発信を⾏ってい
るが、なかなかコンスタントに発信出来ていない。

事業所における自己評価総括表公表


